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第 46 回運営委員会報 き 

第 46 回運営委員会は ， 1992 年 1 月 25 日午後 1 時 よ り，学士会館分館において 開催された。 

出席者 ( 敬称略 ) : 江口吾朗 ( 会長 ), 法高 誠 ，天野 實 ，片桐千明 ( 兼 編集主幹 ), 塩川光 

一郎 ( 兼 幹事長 ), 嶋田 拓 ( 兼 編集幹事 ), 中込薫夫，長浜嘉幸，京中川 徹 ，安堵郁夫，山上健 

次郎，米田満 樹 ( 以上運営委員 ), 田代康介 ( 庶務幹事 ), 浅野美咲 ( 会計幹事 ) 

1. 会長挨拶 

2. 庶務報告 

1) 1992 年 1 月 1 日 現在の会員数は 915 名であ り， この 1 年間に 47 名増加した。 

正会員 : 769 名 (+  34 名 ) 

学生会員 : 146 名 (+  m3 名 ) 

( 賛助会員Ⅱ 3 団体 ( 一 1 団体 ) 

2) サーキュラー 69 号と 70 号を発行した。 

3) 東レ科学振興会の 研究助成への 応募は 1 名であ ったので，学会としてその 1 名 ( 広島大 

学理学部，降雪芳信 氏 ) を推薦した。 

4) ブレインサイェンス 振興財団の研究助成への 応募 忙 1 名であ ったので，学会としてその 

1 名 ( 愛知県発達傷害研究所，渡部 員 三床 ) を推薦した。 

5) 成茂 基金による海外出張 ( 第 9 回後期募集， 20 万円， 1 名 ) については， i 名の応募が 

あ り，審査の結果その 1 名 ( 東京大学理学部， 田代康介 氏 ) に贈呈すること 忙した。 

3. 会計報告 

1991 年度決算報告及び 1992 年度暫定予算案 か 提出され，審議の 結果了承された。 

4. 会計監査委員選出 

田沢 柴 五郎 ( 横浜市立大学文理学部 ), 藤原晴彦 ( 東京大学理学部 ) の両氏に依頼するこ 

とが決定した。 

5.  DGD 編集委員会報告 

1) 投稿数は増加しており ，順調に出版されている。 特に海外から 内容のあ る論文の投稿が 

増加しつつあ る。 採択から出版までの 期間は， 3-5 箇月であ る。 

2) 第 34 巻 (1992 年版 ) から，別刷代を 約 40% 値上げし，無料提供部数を 50 部とした。 

3) 雑誌の サィス ( 縦 ) を他の欧文雑誌のサイスに 合わせることとした ( 短くする ) 。 

6. 学術会議報告 

平成 5 年度から科学研究費において 複合領域内に 発生生物学が 新設されることとなった。 

7. 選挙管理委員の 選出 

大日方 昴 ( 干葉大， 理 ), 野川宏幸 ( 千葉大，教養生物 ) 及び深町博史 ( 東大， 理 ) の 3 床 

依頼することを 決定した。 
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8. 1992 年度大会準備報告 

5 月 28 ～ 30 日の開催に向けて 順調に準備されている 旨 ，報告された。 

9. 1993 年度大会開催地について 

山名清隆 ( 九州大学，理学部 ) 氏にお世話を 依頼することを 決定した。 

10 ． その他 

学会の会計事情の 関連に 5 9, 会員数を増やす 努力をすることなどが 話し合われた。 また， 

DGD を今後どのように 取り扱って い くかを討議し ，当面 DGD 基金を募り， 当 学会全体と 

しての経済状況を 改善することを 確認した。 これらに関係して DGD 別刷の無料提供 ( 現行 

50 部 ) を近い 5 ちに ( 時期については 編集委員に一任 ) 廃止することとした。 
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1991 年度決算報告書 ( 一般会計 ) 

収 入 金 額   
学会費 8.  672.  554 

DGD 売上 3,327,000 

英文校閲 料 250,000 

バックナンバ 一 98,700 

文部省助成金 4,790,000 

広告代 523,794 

賛助会費 350,000 

雑収入 25,248 

オ l@ 、 73.  570 

特別会計より 1.  500,000 

小計 19,664,806 

前壁会費 53,940 

前年度繰越金 104,617 
  

合 計   19,769,423 

支 出 金 額 

DGD 印刷費 11,391,800 

DGD 編集 費 2,100,000 

英文校閲 費 500,000 

学会事務センター 

業務委託費 1,079,805 

発送 費 890,664 

諸経費 227,071 

DGD 保管 料 93,600 

大学印刷 

発送 費 797,420 

別刷 代 684,641 
サ一ギュラ一印刷費 395,520 

要旨 集 印刷費 750,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 278,589 

事務局経費 168,334 

送金手数料 4,017 

， J 、 き十 19,611,461 

面壁会費 53,940 

次年度繰越金 104,022 
  
  合 計 19,769,423 

1991 年度決算報告書 ( 特別会計 ) 

  収 入 金額 l 支 出 金 額 

寄付 ( 成茂 基金 ) 500,000 

DGD 基金 765,923 

テレポンカード ，亮 - ヒ 20,000 

  
小計 1,285,923 

前年度繰越金 3,288,646 
テレホンカード 在庫 分 312,000 

合 計 4,886,569 

旅費援助 
送金手数料 
一般会計に貸出 

  
Ⅱ 、 討   

次年度繰越金 

テレホン ヵ一ド 在庫 分 

合 計 

300,000 

1,236 

Ⅰ， 500 ， 000 

1,801,236 

2,773,333 

312,000 

4,886,569 
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1992 年度暫定予算案 ( 一般会計 ) 

収 入 金 額 

学会費 

DGD 売上 

英文校閲 料 
バックナンバー 

超過 べ一ジ代 

文部省助成金 
広告代 
賛助会費 
雑収入 

木 l@ 、 

特別会計より 

8,660,000 

3,668,500 

250,000 

50,000 

100,000 

4,800,000 

700,000 

350,000 

30,000 

75,000 

2,000 ， 000 

0
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0
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繰
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計
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合 計 20,727,522 

支 出 金 額 

DGD 印刷費 

DGD 編集 費 
英文校閲 費 
学会事務 セ ソタ 一 

業務委託費 
発送 費 

諸経費 
DGD 保管 料 

大学印刷 
発送 費 
別刷 代 

サーキュラ一印刷費 

要旨 集 印刷費 

大会援助 費 
運営委員会経費 
事務局経費 
送金手数料 
選挙費用 

0
0
0
 

0
0
0
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0
0
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1,150,000 

950,000 

240,000 
110,000 

840,000 

480,000 
810,000 

790,000 

250,000 

300,000 

200,000 

5,000 

400,000 

0
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小
沢
 合 計 20,727,522 

1992 年度暫定予算案 ( 特別会計 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

DGD 基金 Ⅰ， 500 ， 000 旅費援助 200,000 

送金手数料 1,000 

一般会計に貸出 2,000 ， 000 

， l 、 きヤ 1,500,000 小計 2,20 Ⅰ， 000 

前年度繰越金 2,773,333 次年度繰越金 2,072,333 

テ 。 ホン ヵ一ド 在庫 代 3 Ⅰ 2,000 テレホン ヵ一ド 在庫 分 312,000 

合 計 4,585,333   合 計 4,585J333 
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1991 年度決算報告 

く 一般会計の部 ノ 

1990 年度に比べて 収入全体は増加しています。 この中で減収となったのは 超過ぺージ 代 ，広告 

代，雑収入です。 このうち広告代については 1991 年度内に未納の 会社があ り，これらは 1992 年度 

に 徴収する予定です。 支出については 全体としては 減少している よう にみえますが ， イ ンフォメ 

ーシ " ンサーキュラ 一印刷費が一号 分 (N0.69) 未納ですので ，実質的に大きな 増減はあ りません。 

支出を抑える 原因となったのは ，諸経費 ( 学会事務センタⅠ事務局 ), 大学印刷発送 費 CDG 

D) です。 一方，その他の 必要経費は増加傾向にあ り，項目としては ，学会事務 セ ソタ 一 業務委 

託費，発送 費 ， DGD 保管 料 ， 大学印刷別刷り 代です。 以上の結果， 1991 年度は 145 万円の赤字 

となり，その 赤字分を特別会計からの 150 万円の借り入れというかたちで 処理しています。 

く 特別会計の部 ノ 

DGD 基金は 76 万円と予定額には 達しませんでした。 しかし，これは 寄付の件数が 減少したの 

では なく， 20 万円を越す大口の 寄付がほとんどなかったためです。 また，第 24 回大会 ょ 934 万円 

の寄付を頂きました。 支出としては 成茂 基金 50 万円のうち 30 万円を国際学会参加者の 旅費援助に 

宛て ， 残りは 1992 年度に繰り越しました。 また， 150 万円を一般会計への 貸出としました。 

1992 年度予算案 

く 一般会計の部 ノ 

1991 年度に比べて 支出増が予想されるのは セ ソタ 一 業務委託費の 値上げ，サーキュラ 一印刷費 

(N0.69 未納分を加算 ), 選挙費用です。 更に，各項目の 支出は物価の 上昇などのため 50K%, 程度 増 

和 すると思われます。 一方，減少が 予想される項目としては ， DGD 別刷り代の学会負担が 軽減 

されます。 このため，全体としては 1991 年度 ょ 975 万円程度の増加にとどまると 予想しています。 

一方，収入は ， DG 「 x の売上，超過ぺージ 代の増加に よ り 45 万円程度増加すると 考えています。 

広告代，賛助会費についてほ ，不況のおりから 解約の申し出が 予想され，現状のままでは 1991 ヰ - 

度 未納分の徴収と 打ち消す程度が 限度と予想しています。 

以上のことから ， 1992 年度は更に財政が 厳しくなると 考えられ，赤字額は 約 175 万円になると 

予想しています。 この赤字分は 特別会計からの 借り入れによって 処理する予定です。 

く 特別会計の部 ノ 

DGD 基金としては 150 万円の収入を 期待しています。 1991 年度の成 茂 基金の繰越金 20 万円は 

旅費援助として 支出する予定です。 また， 一般会計の赤字分として 200 万円を貸し出す 予定で 

す 。 
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新刊紹介 

Transdifferentiaton@ Flexi5lty@ in@ cell@ dfferentiation   

T.  S.  Okada  著 Clare Ⅱ d0n  Press.  OXford  (1991) 

日本発生生物学会，および 国際発生生物学会の 会長を歴任され ，生物学のノーベル 賞ともいわ 

れている " リソン賞を受賞された ，京都大学名誉教授・ 元基礎生物学研究所所長岡田節人博士の 

大年の研究の 集大成として ， 1991 年 10 月に オ " クスフォード 大学出版局より 出版された。 2W 枚の 

写真と 17 枚の図版を含む 248 ぺ ー ジの木で，本体定価は 16,200 円。 細胞分化の flexibility ( 柔軟 

性 ) という副題をもった " 分化転換 " という題の木書風 この問題に関するまさに 当事者自身に 

よる決定的な 木であ るといえよう。 

現代の発生生物学は " 発生生物学が 復活した " ということはで 表わされるよらに ，またあ る分 

野，たとえば 胚 誘導などの分野では ，今がその " ルネッサンス " であ るといわれるように ，活発 

な 研究の発展の 時を迎えている。 しかし，それにも 拘らず，そのような 発展の波は発生生物学の 

他の領域には ，まだ充分に 忙及んでいないぎらいがあ る。 木 喜の著者は，一方でその ょう なこと 

を認めながら 他方でそうした 研究分野が今後の 大発展の可能性を 秘めていることを 述べる。 そし 

て ，本書で扱 う 「分化と形態形成における 柔軟性」すなわち ，「分化 伝換 」がまさにこれから 発 

展すべき重要な 分野の一 つ であ ると位置づけている。 

ところで，実際の 分化のあ り方をみると ，それはいささかとまど ぃ を起こさせるところがあ る。 

分化した状態とい 5 ものは安定なよ 5 にみえるが，しかし 別 な局面では不安定な 2 5v こ もみえる。 

この木で取り 扱われている 分化転換の起こる 時にその ょう に感じられる ，とい 5 のであ る。 そし 

て，著者はこの 一見矛盾したよらにもみえる 分化転換の現象が ， 実はここ数十年の 間にあ まり 注 

意を払われていない ， と 述べている。 特に，再生現象や 成体組織中に 思わざる異なる 組織が出現 

する現象がほとんど 一世紀も前に 見出されているにも 拘らず，いわゆる 分化転換現象が 種々の 実 

験糸 で広くみられるようになったのは 比較的最近であ る。 そこで， 木 著者は， ここにそれらをま 

とめて収録しその 生物学的意義を 問お う としているのであ る。 

さて，以上のことを 頭に置いて本書の 目次をみると ，実際，分化転換性関する 古典から現代に 

至る内容がほとんど 網羅されているのがわかる。 まず第 1 章のイントロダクシ " ン では本書の目 

的と問題の範囲が Z ㎡ lling(1963) のヒドラの分化の 古典の引用から 説き起こされる。 分化は不 

可逆的過程ではなくそこではひとつの 細胞タイプから 他の細胞タイプへの 切り換えが実際に 起こ 

ること，従って 分化した状態が 柔軟性をもったものであ るということから 考えがスタートされて 

いる。 この部分は，分化転換の 研究が以前にあ った一つの悲観的見方，すなわち ，分化の転換は 

もしあ ったとしても ，それは " 例外 " または " アーティファクト " と呼ばれるべきもので ， み m 胞 

分化の理解へとそれによって 向ぅ ことのできるものではない ，という考えとのひとつの 闘いであ 
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っ たかも知れないことを 考えさせる。 あ るいはそれは 細胞系譜の設定のプロセスという 発生現象 

の見方との一致点を 見出すための 努力の連続であ ったようにもみえる。 従って，本書では 古くか 

ら人々の頭に 去来したいくつもの 問題点を整理し ，分化転換の 現象を発生学の 一般的概念とらま 

く マッチさせ， %U 胞 分化という "General.narro ㎡ ng process" のなかにおけるその 正当な意味 

づ げを目指しているのであ る。 

以上のような 考えから，第 2 章では，分化した 細胞の中で休んでいるよ 5 にみえる遺伝子は 活 

性化され得るのかという 命題が取り挙げられている。 ここでは，核移植，核の 融合， 脱 メチル化， 

植物細胞の場合の 分化， シ 。 ウジ 。 ウバェ の成虫原基にみられる 決定の転換などについて 述べ ろ 

れる。 そして，分化した 細胞中の不活性にみえる 遺伝子が実は 活性化を受 け 得るものであ ると明 

記されている。 こ 5 して，ここではこの 後に展開される 分化転換現象の 全体像の理解に 至る理論 

的な環境づくりがなされている。 そして，第 3 章では，第 2 章でみられた 遺伝子活性の 変化が正 

常 な発生過程でもみられるかどうかを 問い，そのような 研究に特異的な 蛋白質 マ 一ヵ一の導入を 

行なった例を 挙げ，解説している。 そして，分化の 正常な 導筋 においても一つの 分化 マ 一ヵ一の 

発現から他の 分化 で 一ヵ一の発現へと 変化が起こり ぅ るものであ ることを一般的なかたちで 述べ 

ている。 

第 4 章では単一の 細胞集団，あ るいはその関連した 細胞のあ いだでみられる 分化転換の例が 述 

べられている。 まずニューロ ソ の表現型の転換の 例が紹介され ，次 に 色素胞の分化転換に 話題が 

  

移される。 そして，内分泌細胞やクロム 親和細胞からのニューロンへの 分化転換およびそれらに 

影響を与える 外的要因の分析がなされている。 そして，第 5 章では古典的な 意味でのメタブラジ 

ァ ( 化成 ) とそれ性関連した 現象の再評価がなされ ，次の第 6 章では，いわゆる 再生現象にお け 

る 分化転換の例がとり 挙げられる。 医学的分野でみられる 分化転換の多くの 例 ( 第 5 章 ) と動物 

学の分野でみられてきた 再生現象における 分化転換 ( 第 6 章 ) が多く示されていることから ， こ 

の第 5 および第 6 章は，いわばこの 本の議論のデータベースに 当たるものと 考えることもできよ 

う 。 

第 6 章では，上述のように ， プラナリアの 再生や両生類の 肢の再生の現象が 論じられているが ， 

その部分の次には ， レソズ の再生現象が 述べられている。 そこでは，虹彩からレンズへの 再生 現 

象の研究が 100 年以上の長 さ にわたって 続 げられていることが 示されている。 そして， このウォ 

ルフの再生と 呼はれてぎた 再生現象がやはり 分化転換研究の 中心的なものであ ったことが明らか 

にされ，その 研究から江口博士と 本著者の共同研究による 新しい世界の 開拓のあ りさまが生き 生 

きと述べられている。 そして，神経網膜からのレンズへの 分化転換が詳しく 述べられ，次いでそ 

の分析 糸 としての培養糸の 導入について 第 7 章を当てている。 そして， ここに至って ，分化転換 

の研究が狂 クリ スタリン遺伝子プロモータ 一に連結した CAT 遺伝子などを 駆使する， 分子生 

物 ， 学 として開花してゆくあ りさまが生き 生きと述べられている。 そのなかで，近年になって 現わ 

れた分化転換のもう 一つのめざましい 系であ るクラゲの横紋筋のコラーゲ ソ 処理後の分化転換の 

例も詳細に解説されている。 
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第 8 章では，それまで 述べてきた分化転換の 多くの例を踏まえて ，分化転換に 影響を与える 因 

子の分析が行なわれている。 その ょう な因子 はおよそ 6 つ あ り， 第 1 は分裂周期あ るいは分裂回 

数の問題，すなわち ，分化転換には ，新しい DNA 合成が必要であ るかという問題，第 2 は分化 

転換の前の表現型の 消失に関する 問題で ， 異なる細胞タイプに 特異的な表現型を 同時に 1 つの 細 

胞が 表わし ぅ るのかという 問題，第 3 は分化転換の 引き金となる 仕掛けがどのようなものかとい 

うこと，第 4 には，接触にょり 形成されている 細胞間相互の 作用を破壊した 時にそれが表現型の 

変更を引き起こすかという 問題，第 5 には，以上に 述べてきた分化転換を 特異的な分子が 引き起 

こすか，そして 第 6 には，そのような 分子の変化のすり 込みがどの程度に 分化転換を支配するか 

が 論じてあ る。 

そして最後の 第 9 章においては ，分化転換の 特徴を 3 つの点にしばって 総括している。 まず 第 

1 は，分化転換が 基本的には，一方向性のものであ って，逆の方向はあ まり起こらないものであ 

ること，第 2 は，分化転換がコインに 両面があ るよ 9 に，他方では ，生物学的な 損傷の修復であ 

るとみなせる 点が指摘されている。 

そして第 3 には，分化転換の 機構の仮説的なまとめが 与えられている。 そこでは， まず，正常 

な細胞間相互作用が 破壊されたのちのしかるべ き 因子の放出が 考えられている。 その因子は少な 

くともつあ り， ェ つは 夫 なわれたものを 回復しょ 5 とするものであ り，他は， もとの細胞の 表現 

型を失なれせる ょ 5 に作用し新しい 細胞タイプの 発現へ向 5 ものであ る。 こうして，現代発生 

生物学の 1 つの柱ともいえる 細胞系譜の問題と 分化転換の現象とが 統一的に考えることのできる 

ものであ る， ど か 5 考え方が次第にはっきりと 現われてくる。 

以上，簡単に 内容紹介を行なった ね げであ るが，本書は 大変読み易くわかり 易い，そして ， 行 

間に ，あ の特徴のあ る，めがねの 本 著者の表情が 顔を出し，熱心に 語りかけてくる 5 5 に思われ 

る。 本書は若い人にも べ テラ ソ の研究者にも ，また理学関係の 人にも医学・ 農学関係の人にも ， 

広く読まれ ぅる好書 であ ると思われる。 

東京大学・理学部・ 動物学教室・ 分子発生学研究室 

塩 川 光一郎 
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お知らせ 

く ISD CInternational S ㏄ 俺 ty for Ⅲ fferentiation) 大会のお知らせ ノ 

前号にも掲載致しましたが ，フィンランドの へ ルシンキにおいて 第 7 回 T Sn 大会が開催され 

ます (P.I0-lD) 。 奮って御参 力 n 下さい。 

また， 第 8 回大会は， 1994 年 E 広島 ( 世話人，田原 ( 広島大・ ミ ・病理 )) で開催されます。 

詳細が決定しましたらサーキュラ 一でお知らせいたしますので 御注意下さい。 

く 岡田節人民 International Union of molo 団 cal Science 副会長就任のお 知らせ ノ 

岡田節人先生が ， Internatiopal Union of Rological Science の副会長に就任されました。 

今後の先生の 御活躍を祈っております。 

く学会への寄付について ノ 

成 度科学技術研究所社長の 成 茂 栄一氏ょ り 多額の御寄付を 頂きました。 これまでも海外渡航旅 

費など学会への 援助として寄付をいただいてまいりました。 紙面を借りて 感謝いたしたいと 思い 

ます。 

く DGD 基金について ノ 

前号のサーキュラ 一発行時より 現在までに，以下の 会員の方々から DGD 基金に 御 寄付を頂き 

ました。 厚くお礼申し 上げるとともに ，お名前をここに 記して感謝致します。 

学会の財政は 窮状を脱していない 状態が続いています。 どうか引き続き DGD 基金に 御 寄付 頂 

きます よう， よろしくお願いいたします ( 巻末の振替用紙を 御活用下さ         

言已 

DGD 基金側寄付者氏名 ( アイウェ オ順 ，敬称 m 勺 

片桐千明，岩原正己 

く 事務局ょり ノ 

1. 研究助成の応募について 

研究助成の公募を 掲載しておりますが ，学会推薦が 必要なものについてほ 各助成金の期日 

の約一箇月前を 締め切りとしていますので 御注意下さい。 なお，今昔掲載の 東レ科学技術 振 

興 財団の募集につぎましては ， 8 月 31 日とさせていたださます。 

2. 所属，住所の 変更届について 

今年度は，会長及び 運営委員の選挙が 実施されます。 これに伴い会員名簿を 作製しますの 

で 所属，住所などを 変更された方は ，近日中に変更手続きを 行って下さい。 手続きは，書面 

にて日本学会事務センターお 知らせ下さい。 

3. 住所不明者 

下記の方々の 住所が不明となっています。 御存知の方は ，事務局までお 知らせください。 

楠 慎一郎，笹川 慎 Ⅰ鈴木通 性 ，竹田 晃， 波磨 忠雄，深山 昭 Ⅰ小出水圭子 ( 敬称略 ) 
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公益信託・ 成茂 動物科学振興基金 

平成 4 年度研究助成 

1.  助成の対象 基礎的な動物科学の 研究。 

2. 助成の内容 上記研究に対し ，助成金を交付する。 

助成金額 : 約 600 万円。 

1 件につき 100 万円程度までとする。 助成金は，備品，消耗品，謝金， 国 

門旅費などのほか ，国外旅費にも 使 5 ことができる。 

3.  応募の方法 所定の研究助成申請用紙に 必要事項を記入して ，老公益信託に 直接申し込 

む。 

申込 メ切 : 平成 4 年 7 月 31 日 ( 金 ) 必着。 

応募についての 問い合わせ及び 研究助成申請用紙請求先 : 

公益信託・ 成茂 動物科学振興基金 

〒 lon  東京都千代田区九の 内 1 一 4 一 5 

三菱信託銀行本店営業部法人相談室 

電話 (03)  3213 一 12 皿 内線 4052 

第 3 回加藤淑補記俳賞候補者募集要項 

1.  趣旨     

永年日本における 発生生物学の 発展に尽くし ， 1988 年に逝去された 加藤淑 裕 博士を記俳する 

ために 設 げられた賞であ り，発生生物学の 分野において 優れた独創的研究を 行なっている 35 歳 

以下の研究者 ( 応募締切目におげる 年齢とする ) に対して加藤淑総記俳賞を 贈呈するものであ 

る。 候補者の国籍は 間れないが， 日本国籍以外の 場合は日本での 研究の経験があ るか，または 

口木人と共同研究をした 研究者を賞の 対象とする。 

2. 褒賞金 : 

受賞者に賞状ならびに 副賞 ( 総額 50 万円 ) を贈呈する。 受賞件数は 2 件以内とし，複数の 時 

は 賞金を受賞件数で 除した額を副賞として 受賞者に贈呈する。 

3.  応募方法 : 

応募は所定の 用紙に必要事項を 記入し， コピー 3 部および関連研究業績別刷 各 1 部を添え 加 

藤淑 総記念事業団に 提出する。 

4. 応募締切 目 : 

1992 年 9 月 30 日とする。 
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5. 選考の方法     

選考委員会 ( 岡田節人委員長 ) において選考する。 

6. 選考結果および 賞の贈呈     

1992 年Ⅱ 月 i5 日までに受賞者 死 に通知する。 

[ 連絡および送付 先コ 三菱化成生命科学研究所内 加藤淑総記俳事業団 

〒 194  W 丁日市南大谷 1l  TEL (0427) 24-6244 

尚 ，第 2 回加藤淑総記俳賞は ，岡崎国立共同研究機構生理学研究所生体情報研究 糸液 性情報研 

究部門 れ 大渕 昭 良民 の 「接着分子 カド へり ク の機能とその 調節機構」に 贈られることに 決定いた 

しま「 ，た 。 日本発生生物学会および 大会準備委員会のご 協力の下に，大渕氏には 本年 5 月の第 25 

同大会において 記念講演をお 願いする予定です。 

東レ科学技術振興財団 

1 . 東レ科学技術賞 ( 概要 ) 

1. 候補者の対象…… 貴学 協会に関する 分野で，下記に 該当するもの 

㈲ 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして ，その効果が 大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して ，技術の進歩に 大きく貢献したもの 

2. 科学技術賞…… 2 件前後。 1 件につき，賞状，金メダルおよび 

賞金 500 万円 

3. 候補者推薦件数…… 1 学 協会から 2 件以内 

4, 推薦締切期日……平成 4 年 10 月 11 日 ( 日 ) 弊舎必着 

( 学会へは 8 月 3i 日 まで ) 

n, 東レ科学技術研究助成 ( 概要 ) 

1. 候補者の対象…… 貴学 協会に関する 分野で基礎的な 研究に従事し ，その研究の 成果が 科   

学 技術の進歩，発展に 貢献するところが 大きいと考えられる 独創的， 

萌芽的研究を 活発に行っている 若手研究者，またはそのグループ。 冒 

険 的な研究も対象とする。 成 研 究 切 金 ……総額 1 億円前後， 10 件 程度。 1 件当りの金額はとくに 定めず，必要と 
認められる場合には 最大 3,000 万円程度まで 助成する。 

3. 候補者推薦件数…… 1 字協会から 2 件以内 

4. 推薦締切期日……平成 4 年 10 月 11 日 ( 日 ) 弊舎必着 

( 学会へは 8 月 31 日まで ) 

木 問い合せは学会事務局まで。 
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1992 年地球化学研究協会学術賞「姉宅賞」の 受賞候補者 

および研究助成候補者の 公募 

地球化学研究協会 

三宅泰雄教授退官記念事業として 設立された (1972) 地球化学研究協会は ，その翌年から ，地 

球化学に顕著な 業績をおさめた 科学者に，毎年，地球化学研究協会学術賞「姉宅賞」を 贈呈して 

います。 

さらに 1983 年からは，海外シンポジウム 等に出席し，論文を 発表する地球化学の 若手研究者に 

対し，助成を 行なっています。 

なお，賞金および 助成金は本協会を 母体として， 1983 年に新設された 公益信託「地球化学研究 

基金」 ( 受託者 東洋信託銀行株式会社 ) から贈られます。 

つ きましては，下記の 要領に よ り，受賞候補者および 研究助成候補者を 公募します。 なお，最 

近 3 年間の三宅賞受賞者および 昨年の研究助成受領者は 次の通りです。 

三 宅 賞 

第 17 回 (1989)  東京大学教授 脇 m  友 博士 

「地球 ィロ 学的手法による 地震予知の研究」 

第 18 回 (1990)  東京都立大学教授 石渡 良恵 博士 

「堆積物中の 不溶性有機物の 地球化学的研究」 

第 19 回 (199 つ 岡山大学教授 日下部 実 博士 

「火山噴出物の 同位体地球化学一アフリカ   カメルーソ共和国・ ニ オス 

・湖のガス災害」 

研究助成 

第 7 回 (1990)  秋田大学医学部 久松 俊一 

放射化学分析の 方法と応用の 国際会議Ⅱ 1991 年 4 月 29 日～ 5 月 3 日 

て アメリカ ハワイコ 

一 百二 ; @ 

  三 宅 賞 

1. 木 賞は地球化学に 顕著な研究業績をおさめた 科学者に贈呈します。 

2.  木質は賞状とし ，副賞として 賞牌および賞金 (3( 「万円 ) をそえます。 

3. 木 賞の贈呈は， 1 年 1 件 (1 名 ) とします。 

4. 規定の用紙に 受賞候補者の 推薦対象となる 研究題目，推薦理由 (400 字程度 ) 主な論文 

10 編程度に略歴をそえて ，協会事務所までお 送り下さい。 
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研究助成 

1. 研究助成は地球化学の 研究者で，海外のシンボジウム 等し出席し論文を 発表する者，な 

らびに海外における 学術調査研究などに 参加する者に 対して行なわれます。 

2.  助成金は工 件 10 万円とし，年に 3 件とします。 

3. 規定の用紙に 推薦候補者 ( 各締 ・ め 日において満 40 歳迄とする ) のシソポジ ゥム 出席につ 

いては略歴，研究業績，国際会議 名 ( 主催団体，開催場所，開催年月日 ) 論文題目，推薦 

理由等を，海外学術調査に 関してほ， 略歴， 研究業績，調査 地 ( 国名，地域名 ), 調査 目 

的 ・計画，推薦理由，同行者などを 記入して，協会事務所までお 送りください。 

三宅賞の贈呈および 研究助成者の 発表は， 1992 年 12 月 5 日 ( 土 ), 東京で行ないます。 

申込締切 目は ，三宅賞ほ， 1992 年 8 月 31 日 ( 月 ), 研究助成は，第 1 回締切 1992 年 8 月 31 日 ( 月 ), 

第 2 回締切 1993 年 1 月末日。 

地球化学研究協会 

〒 166 東京都杉並区高円寺北 4 一 29 一 2 一 217 

電話 03 一 3330 一 2455 (FAX  兼用 ) 
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日本学術会議総会における 内閣官房長官挨拶 が審議を重ねて 作成したものであ り，またその 間に 2 回の 
連合部会及び 部会を開いて ，各会員の意見を 集約したもの 

平成 3 年 10 月 23 日 ( 水 ) 日本学術会議講堂 であ る。 
日本学術会議第 113 回総会に当たりまして ，一言 ご 挨拶 総会 2 日目は，予定を 急 渡 変更して S SC ( 超電導超人 

を 申し上げます。 型 粒子加速器 ) 計画についての 討議を行った。 これは去る 

御 承知の通り，日本学術会議は ， 我が国の科学者の 内外 10 月 15 日に運営審議会のメンバ 一に対し米国大統領補佐 

に 対する代表機関として ，科学の向上発展を 図り，行政， 官 D . アレン・ブロム リ 一博士が， S Se 建設計画に関し 
産業及び国民生活に 科学を反映浸透させるという 重大な責 て 日本の協力を 求めるスピーチを 行ったのに対して ，第 4 

務を負っております。 
2n 世紀に向けて ，さらに調和のとれた 真に豊かな国民生   
活を実現するためには ，創造性豊かな 科学技術は申すまで 後討議に入った。 牛後も熱心な 討議は続き政府に 対して要 

もなく，学術全般を 一層発展させることが 必要であ ります。 望を提出することが 採択された。 
また・我が国の 国際的地位の 向上に伴 い ，全地球的視点に 内閣官房長官挨拶の 中で諮られた 学術に関する 国際 対   

立った我が国の 国際的な貢献が 強く求められております。 応は ついては，第 15 期活動計画の 中にも提唱されているが 
そこで，日本学術会術の 皆様におかれましては ，日本の 学術会議としては ，今後，重要案件として 審議することと 
科学研究の一層の 進展のために ，長期的かつ 高 い 観点から した。 

議論を重ねていただくとともに ，科学研究の 分野において このほか，広報委員会，将来計画委員会も 開催された。 

我が国がどのような 国際的貢献をなすべきか 等自然科学の 総会 3 日目は，各常置委員会，各特別委員会 ( 第 1 回 合 

みならず，人文・ 社会科学も含めた 全学問的傾城から 総合 議 ) が開催された。 
的に検討していただき ，建設的な御意見を 積極的にお出し 

いただきたく ， お 諮りをいたします。 第 15 期活動計画 
頂戴いたしました 有意義な御意見につきましては ，その 
実現に最大限の 努力を い たしたがと考えております。 日本学術会議は ，創設以来，科学者や 学術研究団体との 

終わりに，日本学術会議の 今後の御発展と ，御出席の皆 連携の下に，その 目的・職務の 遂行に努力し ， 我が国の学 
棟方の 御 健勝を祈念 い たしまして，私の 挨拶 とい たします。 術 研究体制の整備についての 重要な勧告等を 行 い ，研究所 

の設立などを 含めて数々の 業績を挙げてきた。 また，数多 

日本学術会議第 @l3 回総会報告 くの国際学術団体との   連携・協力，国際学術協力活動への 
参加など世界の 学界と提携しつつ 学術の進展に 貢献してき 

日本学術会議第 113 回総会 ( 第 15 期・第 2 回 ) は， 10 月 た 。 しかしながら ，創設後 40 有余年を迎えた 現在，学術を 

23 日 -25 日の 3 日間開催された。 取り巻く状況は ，国際的にも 国内的にも著しい 変化を生じ 

総会冒頭・官房長官の 挨拶があ った。 ( 上掲 ) た 。 このような 状 ・況を踏まえて ， 第 15 期日本学術会議は ， 

近藤会長からの 前回総会以降の 経過報告に続いて ，運営 本会議の創設以来の 基本的精神を 引き続き堅持しながら。 

審議会附置委員会・ 部会，常置委員会，国際対応委員会の 変動の激しい 内外情報に対応して ，なお一層の 成果を挙げ 

各委員長，部長からの 報告があ った。 そして第 15 期日本学 るべく努力する。 
術 会議の活動方針となる「第 15 期活動計画 ( 虫合わせ ) 」と 日本学術会議は ，学術に関する 重要事項を自主的に 審議 

「臨時 ( 特別 ) 委員会の設置について ( 申 合わせ ) 」 ( 芳肘 8) し， 我が国の学術研究の 在り方についての 方策を立案し 

02 件の提案があ り。 真剣な討議の 後，一部修正をして ， 圧 学術研究の成果を 行政，産業及び 国民生活に反映浸透させ 
倒 的多数の会員の 賛成により可決した。 この 2 件の提案内 ることを使命としている。 このため，会員の 科学的知見を 
容は ，前回の臨時総会で 設置された第 15 期活動計画委員会 結集し，時代の 要請に即応しつつ 将来を見通し ，以下の視 
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  点から学術研究の 一層の推進を 図る。 

人文・社会及び 自然科学を網羅した 日本学術会議は ，全 
学問的視野に 立ち，学術研究団体を 基盤とする科学者の 代 
表 機関であ ることを認識して ，全科学者の 参加と意見の 集 
約を図らなければならない。 さらに，本会議が 集約した 科 

学者の意見を 速やかに政策の 形成に反映させるよ う にすべ 
きであ る。 特に学術政策については ，他の関係諸機関との 

連携を強化しその 実現を図る。 
また，学術研究団体を 基盤とする日本学術会議は ，関係 
あ る学術研究団体等から 推薦された科学者を 中心として 構 

成される研究連絡委員会の 重要性を認識し ，その活動を 強 
化するとともに ，学術研究団体との 連絡を密にし 研究 基 

盤の強化を図り ，高度化する 学術の発展に 貢献する。 
我が国の科学者を 内外に代表する 機関であ る日本学術会 
議は ，国際社会における 我が国の地位の 向上に照らし 海 
外 諸国の期待と 時代の要請にこたえて ，学術の分野におけ 

8 国際貢献に積極的な 役割を果たすべきであ る。 
日本学術会議は ，真理探究という 基本理念に立脚し 国 
民 とともに学術の 在り方を考え ，同時に学術の 国際性を重 

祝 するものであ る。 そのためには ，学術の健全な 発展に向 

けて，学問・ 思想の自由の 尊重と研究の 創意への十分な 配 
慮の下に，長期的かつ 大局的な視点に 立ち，創造性豊かな 

研究の推進に 努める。 
科学が文化国家の 基礎であ るという確信に 立ち， 日本学 
術会議は，科学者の 総意を代表してその 精神を高揚したい。 
即ち， 21 世紀に向けて 学術体制及び 研究・開発の 望ましい 

在り方を抜本的に 検討し我が国の 学術政策に指針を 与え 
ることにより ，国民の期待にこたえるとともに。 人類の福 

祉と 世界の平和に 貢献することを 期するものであ る。 
1 . 重点目標 

第 15 期活動計画の 重点目標は，次のとおりとする。 
(1) 人類の福祉・ 平和・地球環境の 重視 
今世紀において ，科学・技術は 長足の進歩を 遂げたが， 

一方において ，地球環境の 悪化を始めとして ，人類の将 
来を脅かすような 事態が起こっている。 さらに現在の 世 

  界は，激動の 渦中にあ り・その影響は ，学術の分野にも 

及んでいる。 

今日の社会的現実が 提起している 問題を解決するには ， 

直接に関係する 研究だけでなく ，広く諸科学が 積極的に 

関与する必要があ る。 そのためには ，多くの研究領域が ， 

それぞれ独自に 一層の深化を 図るとともに ，共同の努力 
な 行い，研究の 内容，学問体系の 変革にまで進むべきで 

あ る。 人文・社会及び 自然科学を包含する 日本学術会議 
は ，その特徴を 生かして十分な 審議を行 い ，人類の福祉 
  平和・地球環境を 重視して・学術研究の 進むべき方向 
を 提示する。 
(2) 基礎研究の推進 
学術の研究は ，人類の発展に 不可欠であ ることは言を 
またない。 日本学術会議は ，将来の学術の 発展に向けて ， 

各分野の基礎研究の 推進に積極的に 取り組むこととする。 

また，学術の 領域は広範多岐であ り，基礎研究であ れ 
応用研究であ れ，それぞれの 領域ごとに方法論も 異なり， 
研究者の求めるものに 大きな違いがあ ることを十分に 考 

慮し 各分野の研究者の 声を聞き。 それぞれに適した 育 
成 策を講ずる必要があ る。 それと同時に ，学術研究の 動 
向 に注目しいれぬる 学際的研究や 学問の総合化に 留意 
しつつ，諸科学の 調和のとれた 発展を目指すことが 重要 

であ る。 
以上のため， 第 13 期においては 学術研究動向，第 14 期 
においては学術研究環境に 関する調査研究を 行 い ・我が 

国の学術水準の 国際比較やその 発展を阻害する 諸因子な 

  

どを指摘した。 今期においては ， これらの調査結果を 参 

考にしつつ，創造性の 基礎となる個人の 着想を重視し 
かつ・国際的にみた 学術研究の動向を 見極め，独創的研 

究の強化策等を 積極的に図る。 さらに，国民生活の 向上 
発展に資する 学術の具体的方策を 審議提言する。 
(3) 学術研究の国際貢献の 重視 
学術研究は，本来，真理の 探究を目指す 知的活動であ 
り，その成果は 広く人類共通の 資産として共有されるべ 
きものであ る。 したがって，学術の 国際交流は，学術研 
究にとって本質的に 重要であ り， その在り方に 常に関心 
を払う必要があ ることは言うまでもない。 

さらに近年は ，国際平和の 推進や環境問題の 解決等， 
い わゆる地球的あ るいは国際的規模の 課題について ，我 

が国の研究を 充実させつつ ，広く世界の 諸科学の発展を 
積極的に推進する 必要が増大している。 また，発展途上 
国及び近隣諸国の 学術振興のため ， これら諸国の 研究者 

に協力して，貢献策を 立案することが 強く要望されてい 
る。 これらのことから ，我が国の科学者が 今後積極的に 

国際貢献に取り 組み，学術を 人類の繁栄と 世界の平和に 
役立てるため 積極的な役割を 果たすことが 必要となりつ 

つあ る。 
以上のような 状況から・本会議が 築いてきた国際学術 

交流，協力の 在り方についての 諸原則と実績を 基盤とし 
て，学術の国際交流・ 協力の飛躍的な 拡充強化を図り ， 

国際的寄与を 格段に拡大することが 極めて重要であ る。 

2. 具体的課題 ( 要旨 ) 
次の課題を選定した。 

(1) 科学者の倫理と 社会的責任 
(2) 学術研究の長期的展望 
(3) 研究基盤の強化と 研究の活性化 
(4) 研究者の養成 
(5) . 学術情報・資料の 整備 
(6) 学術研究の国際交流・ 協力 
(7) 国際対応への 積極的取り組み 
(8) 文化としての 学術 
(9) 平和と安全 
㈹ 死 と医療 
㈹ 生命 刑学 と社会的諸問題 
㈹ 人口・食糧・ 土地利用 
㈹ 資源・エネルギーと 地球環境 

㈹ 巨大システムと 人間 
3. 具体的課題への 対処及び臨時 ( 特別 ) 委員会設置 
について ( 省略 ) 

注 : 国際対応委員会の 扱いは常置委員会の 並びとする 
今今回の総会決定により 設置された特別委員会 金 
・文化としての 学術   

・平和と安全 

・ 死 と医療 

・生命科学と 社会的諸問題 
・人口・食糧・ 土地利用 
・資源・エネルギーと 地球環境 

・巨大システムと 人間 

御意見・お問い 合わせ等があ りましたら，下記 ま 

でお寄せください。 

〒 106 東京都港区六本木 7-22-34 

日本学術会議広報委員会 電話 03(3403)6291 
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より 九 24 

員 会の活動始まる 

平成 4 年 3 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会議ては ，昨年の 10 月の総会において 設置された第 15 期の各特別委員会か 活動を始めましたが・ 今回の日本学術 
会議だよりでは ，これらの特別委員会に 加えて，日本学術会議主催 IG,BP シンポジウム 等についてお 知らせいたします。   
昨年 10 月の第 1 帖 回 総会で決定された。 日本学術会議の 今 資源・エネルギーと 地球環境 
第 lH 期 活動計画では ，活動の重点目標として ，①人類の福 委員長 : 吉野正敏 ( 第 4 部会員 ) 
祉 ・平和・地球環境の 重視，②基礎研究の 重視，③学術研 ( 任務 ) 資源・エネルギ 一の開発と利用に 伴う自然及び 
究の国際貢献の 重視・の S 本の柱を掲げるとともに・これ 人間社会への 影響を研究し 「持続可能な 発展」 
らの重点目標を 踏まえて， 多方面の科学者によって 構成さ のための諸方策と 環境教育の在り 方等について 検 
れる日本学術会議にふさわしく 各分野にわたって 広く対応 訂 する。 
しかっ第 15 期中に適切な 形で報告・提言に 取りまとめる 令 巨大システムと 人間 
べき具体的課題として Ud の課題を選定している。 委員長 : 内山喜久雄 ( 第 1 部会員 ) 
具体的課題のうち・ 今期中に一応の 結論を出すことか 望 ( 任務 ) 技術革新，システムの 巨大化が人間に 及ぼす 影 
ましい臨時的な 7 つの課題については・それぞれ 特別委員 響は ついて，安全性な 例示 と 人間性尊重の 立場から 
会を設置し審議を 開始した。 検討する。 
各特別委員会の 名私． 及ひ 任務等は次のとおりであ る。 これらの各特別委員会は ，発足以来現在までに 各々 2 一 
今文化としての 学術 3 回の会議を開催して ，それぞれの 任務に添った 具体的な 
委員長 : 宅間 宏 ( 第 4 部会員 ) 審議課題や今後の 審議計画等について 熱心に審議を 進めて 
( 任務 ) 学術は，人類発展の 基礎であ る。 学術研究の意 いる。 今後の審議の 成果が大いに 期待されているところで 
義は ついての社会的認識を 深めるため・ 文化とし あ り・今後。 審議成果か発表され 次第紹介していく 予定で 
ての学術の在り 方を検討する。 あ る。 

金平和と安全 
委員長 : 香西 蔵 ( 策 2 部会員 ) 公開講演会の 開催状況 
( 任務 ) 平和と安全の 確保や国際摩擦の 解消等に関する 
研究推進の在り 方及び研究体制等について 検討す 第 15 期に入って ， 初めて開催さぬ た 日本学術会議主催 公 
る 。 開講演会は・ 「文明の選択一都市と 農業，農村の 共存を目 

令兄と医療 指して 一 」と題して。 平成 4 年Ⅰ同 27 日 ( 月 )13 時 30 分一 16 
委員長 : 小坂二度見 ( 第 7 部会員 ) 時 30 分に・福岡明治生命ホール ( 福岡市 ) て 開催され， 水 
( 任務 ) 医療技術の                                                                               間会員 ( 第 6 部 ), 北村会員 ( 第 6 き i5) 及び利谷会員 ( 第 2 音 R) 
でなく，人文・ 社会科学の領域にも 種々の問題を の講演か行われ ，多数の聴講者かあ った。 
提起している。 終末医療における 尊厳死，安楽死 つついて， 「子どもの人権 を考える」と 題して，平成 4 
や 医療経済の問題，さらに 説明と同意などの 社会 年 3 月 7 日 ( 土 )13 時 30 分一 16 時 30 分に・日本学術会議講堂 
的 側面等人の死と 医療の在り方について 検討する。 て 開催され，堀尾会員 ( 第 1 部 ). 永井会員 ( 第 2 冊 及ひ馬 

Ⅰ生命科学と 社会的諸問題 場 会員 ( 第 7 音 15) の講演の後、 熱心な質問 か 続出した。 
委員長 : 山科 郁男 ( 第 7 部会員 ) 
( 任務 ) 生命科学とその 応用の急、 速な進展に伴い ，倫理 地球 圏 一生物 国際協同研究計画 ( l GBP) 
的 ・社会的諸問題並びに 規制の在り方等について シンポジウム 
検討する。 その際，我か 国における生命科学の 研 
先体制の在り 方にも留意する。 日本学術会議主催の 地球 圏 一生物圏国際協同研究計画 

今人口・食糧・ 土地利用 (I GBP) シンポジウム「日本の I GBP 研究の現状と 
委員長 : 梶井 功 ( 第 6 部会員 ) 将来」が去る 2 月 4 日 ( 火 ) 。 5 日 ( 水 ) の両日，日本学術会議 
( 任務 ) 世界人口の増加や 地球環境変化による 食糧需給 を会場として 開催された。 
の 不安定化問題と ， これらに伴う 土地利用変化の 日本学術会議においては ，平成 2 年 4 月の総会において・ 
諸影響等を総合的に 検討して，人間活動の 在り方 「地球 圏 一生物圏国際協，同研究計画 ( I GBP) の実施に 
を 探る。 また，一極集中の 激しい我か国の 現状を ついて ( 勧告几を採択し・ 政府に対し研究の 積極的な推進 
勘案し今後の 国土利用の在り 方についても 検討 を求めたところであ るか， l GBP について国内の 各研究 
する。 者 ，研究機関において 実施される研究の 促進を図る と と も 
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に ， この研究が極めて 多くの分野にわたり ， また多数の研 

究 機関が関与していることから ， この研究の連絡・ 調整を 

図る場として・ 本 シンポジウムを 開催することとしたもの 
であ る。 また．我が国の I GBP の研究が，広義のモンス 
一ン ・アジア地域，西太平洋地域，極域を 中心に行われる 
ことから， これらの地域の 研究者を招ぎそれぞれの 国の研 
究の状況の紹介．意見交換を 行った。 
本 シンポジウムの 内容は次のどおりであ る。 

(1 日目 ) 
講 演 I GBP について 

第 Ⅰ領域一大気微量成分の 変動と生物圏 
(1) 地球大気化学国際協同研究計画 ( I GAC) 
(2) I GAC の東アジアにおける 展開 (APARE) 
第 2 領域 一 海洋における 炭素循環 

(3) 海洋における 炭素循環 
第 3 領域 一 地球変化に係わる 生態系及び水循環 

(4) 炭酸ガス変動が 炭素循環に及ぼす 影響 
(5) 水循環と生態系 (BAHC) 
第 4 領域 一 地球直一生物圏の 相互 作 m を考慮したモデリン 
グ 

(6) 気候モデルおよび 大気化学モデル 
(7) 局地気候・環境モデリンバの 立場から 
(8) 生態系モデリンバの 立場から 
第 5 領域 一 I GBP における地球観測衛星の 整合性と問題点 
(9) 気象衛星データの 現状と将来 
血 0 地球観測衛星データの 現状と将来 
㎝ ) NASA EOS と ASTER 
第 6 領域一白環境変化の 原因と応答 
( 檎 PAGES について 
㈹ 南極氷床ドーム 深層掘削観測計画 
㈹ 温暖化と沿岸環境 
第 7 領域 一 農林水産活動の 地球環境への 影響 

㈹ 農業生態系に 関するな曲球環 境   研究 一 メタン と @ 甘ゑィヒ一 
(1 の 森林・林業に 関する地球環境研究 一 炭素収支と温暖 

イヒ の m 「 n 帝 @ 一 

C2 日目 ) 
特別講演 一 ナショナルプロジェクト 紹介 - 
オーストラリア。 中国，フィリピン ，タイ及び日本 
領域別個別討議 
第 1 領域から第 7 領域まで   
各領域からの 報告 
総合討論 

当日は 2 日間にわたるシンポジウムであ ったが 300 人を 
超える参加者があ り，盛況のうちに 終了した。 
本 シンポジウムの 成果は。 報告書として 取りまとめ， 今 
後の研究の参考資料として 関係機関・研究者等に 配布する 
こととしている。 
なお，平成 4 年度にも引き 続き本シンポジウムを 開催す 
る 予定であ る。 

= 国間学術文・ 流 事業 

日本学術会議・では ，二国間学術交流事業として 毎年代表 
団を海覚に派遣し ，訪問国の科学者等と 学術上の諸問題に 
ついて意見交換を 行って，相互理解の 促進を図る事業を 行 
っている。 

この事業は，昭和 58 年度から実施されており ， これまで 
に アメリカ合衆国，連合王国， オーストラリア ， 中華人民 

共和国等 19 か 国に代表団を 派遣してきた。 
平成 3 年度は， 11 月 4 日から U4 日までの 11 日間の日程で ， 
ベルギー王国及びオーストリア 共和国へ・川田 侃 副会長を 
団長とする計 10 名 ( う ち随行事務官 2 名 ) から成る代表団 
を 派遣した。 
ベルギー王国では、 科学技術担当省、 科学、 文学及び 芸 
術 に関する王立アカデミ ニ ブリュッセル 自由大学， EC 
本部教育関係機関， RC 本部環境総局などを ， また， 才一 
ストリア共和国では ，科学研究 省 。 オーストリア 科学 ア ； 

デミ Ⅰウィーン大学， ドナウ河畔の 国連都市にあ る国際 
原子力機関 ( IAEA). 国連工業開発機関 (UN I DO) 
などを訪問した。 
各訪問先では・ 関係者との間で ，それぞれの 国の学術研 
先体制や科学技術政策などをめぐって 活発な意見交換が 行 
われた。 
特に印象的だったものとして。 まず べ ルギー王国では ， 

EC が推進している ERASMUS 計画， これは EC AC Ⅱ on 
Scheme for 山 e Mob Ⅲ lty of U ㎡。 ve 聴叫 S ㎞ del@ おの略で ， E 
Cl2 か 国の大学生を 城内各国へ相互留学させて ，専門課目 
や 語学の能力向上あ るいは風俗習噴の 理解をはかろうとす 
るもので・ EC の将来に大きく 貢献するものと 思われる。 
また，ベルギー 王国は ， 長 い 歴史の流れの 中で， フランス 
話と オランダ語の 2 か 国語が話されてきたため ， この言語 
間の村立が，政治・ 経済の発展はもとより ，学問の分野に 
も 非常に複雑な 影響を与えていることであ った。 今回訪問 
した科学。 文学及び芸術に 関する王立アカデミーやブリュ 
  ソ セル自由大学もまったく 同名のアカデミーと 大学が ブ ラ 
ンス譜系 ( ワロン系 ) とオランダ語系 ( フラマン系 ) とに 
分かれて存在しており・ 我々の代表団も ， 団 編成を 2 班に 
分けてこれらの 機関を訪問することになったことは ，非常 
に 印象的であ った。 
オーストリア 共和国では， 650 年の伝統をほこるウィー 
ン 大学やオーストリア 科学アカデミ 一の建物の重厚さに 目 

を見はり， またドナウ河畔に 作られた国連都市に I AEA 
と UN I D0 の 2 つの国連機関を 訪問した際には、 I AE 
A のチェルノブイリ 原発事故以後の 核問題への積極的な 取 
リ 組みや UN I UO の開発途上諸国における 工業発展に対 
する貢献度の 大きさに団員一同大いに 感激するとともに・ L D 鱗 ason Jr. UN I DO 事務局長の流暢な 日本語には， 
だれもがびっくりさせられた。 
近年，学術，特に 基礎研究における 我が国の国際貢献の 
重要さがウェイトを 増す中で． この種の学術交流事業は 益 
々強化されるべきものであ ることを，派遣代表団員全員が 強 
く 認識させられた 今回の渡欧であ った。 

都 港区六本木 7-22 つ 4 

会議広報委員会 電話 03(3403)62 
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会 員 異 動 

(1991 年 10 月～ 1992 年 1 月 ) 

く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) 

㈲平尾 雄二 神戸大・自然科学研究 

科・資源生物科学 

㈲藤森 一浩 大阪大・基礎工学・ 生 

物工学・葛西研究室 

海野くに子 常葉学園大・ 教育 

高橋 百 名古屋大・アイソト 一 

プ 総合 セ ソタ 一 

森島 正 志 東京女子医大附属日本 

心臓血圧 研 

㈱福田 公子 東大・ 理 ・生物・動物 

第二 

㈱見学美根子 東大・ 医 ・脱硫・神経 

生物学 

富永 閉 館 大 ・ 医 ・免疫生物 

永田 三郎 東京都老人総合研究所 

宮野 隆 神戸大・ 農 ・家畜繁殖 

学 

大原 睦生 北海道立滝川畜産試験 

場 

中山 一郎 水産庁養殖研究所 

常石川 位 山形大・ 医 ・衛生学教 

室 

( 住 所 ) 

〒 657 神戸市灘区大串台町 

1-1 

〒 560 豊中市待兼山町 1-1 

〒 420 静岡市瀬名 1OOn 

〒 4BW-01 名古屋市千種区不老町 

〒 162 新宿区河田町 8-1 

〒 113 文京区本郷 7-S-l 

〒 113 文京区本郷 7-5-1 

〒 8f60 熊本市本荘 2-2-1 

〒 173 板橋区栄町 35% 

〒 657 神戸市灘区大串台町 

I 一 Ⅰ 

〒 073 滝川市東滝川 735 

〒 鵬 -04 三重県度会郡玉城町 

屋 田 224-1 

〒 朋佛 山形市飯田面 2-2-2 
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( ①テーマ，②材料 ) 

①マウス卵母細胞の 成熟 

機構 

②マウス 

①脊椎動物の 体曲形成 

②ニワトリ 

①形態形成， 体 軸の決定 

②メダカ 

①神経誘導の 分子機構 

②イモリ， アフリカツメ 

ガ ヱル 

① 心 大血管系の発生 

②マウス， ラット 

①消化管発生の 分子機構 

②ニワトリ 

①神経誘導の 機構 

②アフリカツメガエル 

①免疫生物学 

②マウス 

①下垂体ホルモン 産生細 

胞の分化 

② う " ト 

①細胞周期 

②ブタ， マウス 

①胚の操作 

②ニワトリ 

①性決定，分化 

②硬骨魚類 

①初期胚の発生 

②マウス 



㈲池松 真也 鹿児島大・ 医 ・生化学 〒 890 鹿児島市桜ケ 丘 8-35-1 ① 糖 転移酵素 

第 _ 講座 

㈱滑水 正人 岡山大・ 理 ・附属臨海 〒℡ -43 岡山県邑久郡牛窓町 ①卵の極性 

実験所 鹿忍 130H7 ②イトマキヒトデ 

く 住所，変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

及川 胤昭 ㈱機能性ペプチド 研究所 〒 990 山形市南姉番町 u づ 6 

藤巻 秀和 国立環境研究所環境健康部 〒 305 つくは市小野川 16 Ⅱ 

西田 宏 記 東工大・生命理工・ 生命理学 〒 227  横浜市緑区長澤 m  町 4259 

中江 薫夫 国立遺伝研・ 遺伝実験生物保存 〒 4 皿三島市谷田 1111 

研究センター 

舘 郊 東大・農学系研究科応用動物科学 〒Ⅱ 3 文京区弥生 1-1-1 

成瀬 一郎 愛知県コロ ニ 一発達障害研究所 〒 480-03 春日井市神屋 町 713-8 

浜島 紀之                                                       〒 464 名古屋市千種区田代町鹿子殿 

道端 斉 広島大・ 理 ・向島臨海実験所 〒 722 広島県御調郡向島町千波 

言 里 勝利 広島大・ 理 ，・動物・形態学講座 〒 724 東広島市鏡山 1-3-1 

赤坂 宇治 広島大・ 理 ・動物 〒 724  東広島市境 山 1-3 円 

木下 勉 広島大・ 理 ・動物・形態学講座 〒 724 東広島市鏡山 1-3-1 

嶋田 拓 広島大・ 理 ・動物・分子遺伝学 〒 724 東大島市鏡山 1-3-1 

山田 一実                                                   〒 724 東大島市鏡山 1-3-1 

高橋 純夫 広島大・ 理 ・動物 〒 724  東大島市 鏡 m  ト 3H 

平田たっ み 京都府立医科大学第二解剖学 〒 602 京都市上京区河原 f 万通広小路上 ル 

梶井 町 465 

㈱大渕 昭良 岡崎国立共同研究機構生理学研・ 〒 444 岡崎市明大寺町西郷 中 38 

生体情報 

筒井筒 ゆみ 広島大・ 埋 ・動物・形態学講座 〒 724 東広島市鏡山 L3 円 

㈲山本 卓 広島大・ サ ・勘物 〒 724 東広島市鏡山レ 3 Ⅱ 

三木 清史 名古屋大・ 農 ・生化学制御研究施設 〒 464 名古屋市千種区不老町 

福澤 利彦 慶 忠義塾大学生物学教室 〒 223 横浜市港北区日吉 4- ト 1 

藤井 孝 朗 萬有製薬㈱研究開発本部 〒 103 中央区日本橋本町 2 づ円 

春海 陸 農水省・畜産試験場育種部遺伝子 〒 305 つくば市竹園 3-5-301-508 ( 自宅 ) 

機能研究室 

広瀬 裕一 旗忠義塾大学生物学教室 〒 223 横浜市港北区日吉 4 Ⅱ 田 

く 退 会 ノ 

四方田 淳，大山みち ぇ ，手代 木 渉 ，正木 茂夫，山内 英男，八木橋元Ⅰ高岡 実 

土田 一人，細田 大子，姉浦 正幸，萩原 康子 
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( 賛助会員 コ 

組織培養はパイレックス・ コ一 ニンバの岩城硝子㈱ 〒 100 

生物学・生態学洋書のことなら ゲ リーン洋書㈱ 〒 210 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 〒 460 

日製産業株式会社 〒 453 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所 

〒 990 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102 

藤本理化 〒 113 

三菱化成生命科学研究所 〒 194 

マウス・モノクローナル 抗体 ( アロ抗体 ) は明治乳業㈱ 

〒 104 

試薬及び 理ィヒ単 機器販売の理科研㈱ 〒 463 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113 

次代を担う ， ; イオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 〒 606 

千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03-3214-6221 

川崎市幸区塚越 2-260 

T  E  L  044-533-0470 

名古屋市中区丸の 内 3-11-14 

T  E  L  052-971-6531 

名古屋市中村区 名駅 4-6-18 

( 名古屋ビル 内 ) 

T  E  L  052-583-5846 

山形市威西町 5-34-5 

T  E  L  0236-44-5030 

千代田圧九段南 4-3-12 

T  E  L  03-3262-5256 

文京区 向ケ丘 2-34-12 

T  E  L  03-3827-8151 

町田市南大谷れ 

T  E  L  0427-24-6226 

中央区一月、 橋 2-3-6 

T  E  L  03-3271-4333 

名古屋「市，守山図九卿 2-107 

T  E  L  052-798-6151 

文京区 本 、 駒込 5-9-10 

T  E  L  03-3928-5211 

京都市左京区北白川西伊織 町 25 

TE L  075 イ 2L0491 

(50 音順 ) 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会性理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， 

さまざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されてい 

る学会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Differentlation は， 日本発生生物学会の 機関誌 

で 年 6 回発行し，国内に 約 1,000 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員には イ ソフォ 

メーシ， ソ ・サーキュラ ーな 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是 

非 ご 協力 頂 ざます よう お願い致します。 

広 告 料 

DGD 本誌 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78,000 円 

インフオメーション・ 1 頁 年 3 回 30,000 円 

サーキュラ 一 半 頁   15,000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会 

〒 113  東京都文京区本郷 7 一 3-1 

東京大学理学部動物学教室内 線 切 @ 取 @ 

広告申し込み 書 

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 DGD 本誌 1 歩 ま 

口   半頁 

ロ サーキ，ラ ー 1 頁 

口   半頁 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会 長 江 口 吾 朗 

近年， ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 

注目が払われるよ う になってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に ， 

外国の発生学者を 混じえて約 900 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学・農学 

等の諸分野とも 深い関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題， 

癌細胞の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学者の 大きな関心の 的になっております。 日本発 

生生物学会は ，これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致して 

おります欧文 誌 "Development, GrowthandDifferentiation" (,DGD) もこの方面の 国際的学 

術 雑誌として高く 評価されております。 

貴社におかれましては ， この ょう な学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒， 本 

学会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜ります よう 御願い申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「イソフォメーシ。 ソ ・サーキュラー」誌上に 特記され， 

木 会の刊行する 欧 ，和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し 

受けております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

〒 113 東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 取 切 @ 線 

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

午 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

所
名
名
号
 

 
 

住
会
担
電
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クーラー，ヒーターはチタン 製。 淡水 は もちろん 海 7 れ 
や 薬品 液 にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却 

装置です。 

            ク -7 一 @ 一 @ 一                                       
HC101A-3 100W 300W         ￥ 225,0o0       
ま亜 d ㌔ 型 ウオーターバス 式インキユベータ 一 
極めてコンパクトにまとめた 超小型の恒温槽です。 

50m8 程度のビーカーや 小型の試験管数本の   恒温を得る   

用途に適しています。 

形式 :CTH-l00 ㎝熱 専用型 )/CTC-l00( 加熱冷却型 ) 
外形寸法 :146x176xh225mm/146x176x 
温度範囲 : 室温 十 5 し 60cC/  +  h し 60 。 C 

温度精度 : 士 0.05 ㌧ 士 0 ． l 。 C 

槽 材質 : ステンレス SUS304 

槽内司法 :gaxlooXhRgmm 

本体価格 : ￥ 98,000/ ￥ 168,000 
        

恒温コンテナー 
番 冷 体の融解速度を 微量にコントロールして ，恒温を保つ 
小型の，恒温輸送用コンテナ 一です。 凍結したら困るあ ら 

本城 式 プランクトン 濃縮 装 
プランクトンを 効率よく回収する 装置です。 
プランクトン 細胞の崩壊が 少なく， 低 濃度で分布して 
ぃ 6 種類を観察することが 

できます。 ろ 通水 は プラン 
クトンの体液 か 混入しない 

純ノれ なものが得られます。 
ろ 紙の表面は目詰まりしに       

くく早い 戸 速か得られます。 
形式 :PCl5-S 

回収率 :80 一 95% 
  

価格 : ￥ qan ㎝ 

低温恒温循環水槽 
実験台上でも ィ吏円 できるように 極めてコンパクトに き 
とめた低温恒温循環水槽です。 水温は低温から 高温ま 
でを任意に設定することかできます。 外部循環機能を 
そなえておりますので   恒温水槽のほか ，カラムの冷却， 

保温など幅広い 用途かあ ります。 
形式 :CT  65 円 00-S 
使用温度範囲 :0 一 50 。 C  ( 士 0 ． l 。 C) 

外形司法 :W420XD330XH340mm 

槽内寸法り 153XH187mm 

7 分 凍機 :65W  ヒーター :300W 

価格 : ￥ 250 ， 000 

ゼットコンデンサー 

空気または窒素ガスを 試験管内に吹きっ け， 溶媒の蒸 
発を促進し，濃縮時間を 短縮する装置です。 
形式 :JC  70 円 00   
外形寸法 :350xlglxh540lTn 

梢 Ⅲ寸法 :300X120Xh70mm 

温度範囲 : 室温 一 10O 。 C  士 0.4dee 

択出 /  スル本数 :70 本 

ヒーター :300W 

空気ポンプ :20W 

電源Ⅱ 00V 

  

価格 : ￥ 310,000 
  

( ウオーターバス ) 
温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定できます。 

精度の高 い Ⅱ 國 見 が得られます。 温度の設定はデジタル 式。 

振 と う 装置付きもあ ります。 

形式 :TGW-3 に 連 )/TGW.5 位 連 ) 
使用温度範囲 :0 一 50 で 

温度調節精度 : 士 0.05 一 %0 ．㏄ 

槽内寸法 :150X260X150X3/X5 
冷凍機 :200W/300W 
ヒーター :g0WX  37X5 
価格 : ￥ 788,0010 ノ ￥ 970,000 

加圧 式 インキュベーター 
空気または不活性ガスで 加圧した環境下で 各種生物を 
培養する装置です。 新鮮な空気を 常に供給しながら 一 

定圧を保つことができますので 安定した培養環境が 得 
られます。 
形式 :PT203 

最大使用圧力 :2.5kg/ 囲 

内 寸法 リ 1g0Xh440mm 

外形寸法     め 280xh530mm 

本体材質 : 透明アクリル 

価格 : ￥ 198,000 ㎝ 圧 ポンプは月の 
給水装置 減圧弁・安全弁 付 
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   胞 機首 呂に 影響し ん 
細胞と数分間混合するだけで ，些細胞をその 機能を損 ぅ ことなく染色 

可能 て     ，細胞の移動や 増殖のモニタ ソンク     に大きな威力を 発揮します． 

便て 。 
従来 5'Cr 等を用いて行われていた LAK 細胞のモニタ ソンクや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 j ことができます・ 
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Tumor  LocaIizati0n  0f  PKH26  L  abeled 

TILs. 

マウス、 肺 ・ 癌 組織に Y 受 潤している， PKH26 て " 

" 染色した IL り 処理リンパ球が 観察されます・ 

Photo@ Courtesy@ of 
Drs ， Per@ Basse@ &@ Ronald@ H ， Goldfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 

4
 ）
 )
.
)
 

3
3
-
9
 

(
 
代
表
 

代
表
 

(
 

本
町
 

0
 -
2
1
6
4
 

-
6
5
4
4
 

市
 
注
 
3
8
6
 

8
2
8
 

田
 )
 比
 

 
 
 
 
阪
 仮
床
 

大
大
束
 

白
虹
 

〒
 T
 

 
 

会
社
 
ッ
吾
 

"
 

6
 
2
 
 
 

株
式
 
プ
ロ
ダ
ク
 

 
 

J
J
 

ノ
 

 
 
ト
 

大
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  

マ ア ）   森脇和郎 / 廣 野口武彦 村松 蕎 / 

一 EC 細胞による哺乳動物の 実験発生学一 
テラト一％ の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期 歴め 

A5 判・ 296 頁 細胞生物学・ 分子生物学的研究， EC 細胞のキメラ 動物への応用などについて ， 研 

定価 3914 円 究の進展を紹介し ，その理論と 実験技術を解説，医学・ 生物学・薬学など 発生学， 
体体 3800%  遺伝学に関心を 持っ方がたの 絶好の参考書です． 

妹尾主知 丸 加藤淑 裕 入谷 明 
鈴木枕税 額 編集 

一基礎理論と 実 苫夫法一 
B5 判・ 480 頁 初期発生の基礎理論をはじめに 説明し，ついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 
定価 15450 円 研究法を解説してあ ります．生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学， 
体体 15000P4@  生物学・農学・ 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です． 

山根 岡田善雄 堀川正克 黒木登志夫 / 編集 

A5 判・ 720 頁 HVJ による細胞融合法，薬物や 放射線， イヒ 苧物質を用いた 細胞の突然変異による 
定価 ]0094 円 研究，あ るいは遺伝子組操法を 使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
体体 9800 用 モノバラフィ 二 医学・生物学・ 農学・薬学研究に 絶好の参考書です   

二 二三 % ネ土〒Ⅲ東京都文京区 本 駒込 5-9-10 振替東京 l-34676 電話 03(828)52ll( 代 ) く 図書目録進呈 ) 

下 

一 シ 

メ ルタ では サザシ 、 ノーザントランスファーとハイプリダイゼーションに 

用いる試薬を 調製し、 濃縮タイプまたは Ready-to-use タイプとして 取り揃 
えました。 

    
， 。 ;" 、 れ手 ジ 大う秀一廟議 襄 ， ， ，   

SSC 溶液 p Ⅱ 7.0 デ ンハールト溶液 

20X 濃縮 液 900ml 50X 濃縮 液 f0ml 調製用 

オートクレーフ 済 凍結乾燥ポ口 

DNase 、 RNase 及ぴ 

protease ブ リ一 

なお、 上記以外の関連製品及び 詳細につきましては 下記までお問い 合せ下さい。 
  

東化   試薬事業本部                                                                                                                                                 
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m ⑤。 

( 顕微鏡用透明冷却 板 ) 特許申請 済 ( 顕微鏡用透明如泥 板 )  ぉ s 午申 :s 済 

マイクロクーラー・プレートは、 室温から 一 25 で (ML- 
100) の範囲で 霜 ( 曇り ) を防止した状態で 設定した温 
度に自動制御します。 電子冷却方式の 為液体窒素が 
不要で、 更に 60mm シャー ン ーあ るいはスライドガラスが 

セットできる 広い透明冷却面となっています。 

準
 
価
格
 

万
円
 

標
 ㏄
 
 
 

精
度
 

土
 
。
 

0
.
5
 

設
定
温
度
 

温
か
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で
 
0
 
室
 

機
種
 

0
 
M
C
 

Ⅱ
 
MC-l00  室温から 一 25cC  土 l で 128 万円 

引 冷却タイフ Jtm 加湿タイフ @ のカタロ ク のこ 講 求は本社営業部へ。 
a フレート形状、 ガラス面への 穴 開け加 T 等 御相談に応じます。 

マイクロウオーム。 プレートは、 透明なガラス 板の面全体 
が発熱体ですの ず むものない均一な 表面温度を保ち 
ます。 ( 設定温度 : 室温 一 50cC) 精密定温下での 培養 

状態観察に 、 ス 、 細胞組織の電位測定等に 活用され 

ております。 用途により多機種取り 揃えております。 

株式会社 
本社営業部 静岡県富士宮市姉魁 平 「 429 〒 4 帖 

丁日」． (05%D27-883 「 FAX.( 巧叫 )27-6060 
東京出張所 丁日」・ (03)3903-7410 
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